
第３回 沼津市リノベーションまちづくりシンポジウム 

～空き家・空きビル活用セミナー～ 

 

日時 平成 28年８月９日（火） 

18 時から 20 時まで 

     会場 サンフロント９階ミーティングホール 

 

 

  



<当日の様子> 

 

 第３回沼津市リノベーションまちづくりシンポジウムでは、空き家・空きビルの活用を

テーマに、都電家守舎の代表として遊休不動産の転貸事業や飲食事業「都電テーブル」を

展開し、全国を舞台にリノベーションまちづくりにも取り組む青木純氏に「大家はまちの

採用担当者～行列の絶えない賃貸住宅の作り方～」と題したご講演をいただきました。 

 

 

青木氏が、大家として５年にわたり「Ｒ

ＯＹＡＬ ＡＮＮＥＸ」や「青豆ハウス」で

取り組んだ事例などを中心にご紹介いただ

きました。 

「ハードよりもソフト 失望こそ発明の

チャンス」「住む人が主役に、共感の連鎖を

呼ぶ」「エリアの価値を高めて、住み続けら

れる環境に」「時代の兆しを感じ取り、長く

支持される共同住宅に」「ブームで終わらさ

ずに文化になるまで育てる」の５つのポイ

ントに分けて、新しい大家のカタチを具体

的に解説いただきました。 

 

 

不動産オーナーなど 80人を超える方々が

聴講されました。 


